
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに並列して設けられた複数の搬送路を通し 数の記録媒体をそれぞれ搬送できる
複数の搬送手段と、
　前記複数の搬送路において前記各記録媒体の搬送方向と略交差する方向に画像記録がで
きるように構成された記録手段と、を備え、
　

ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　互いに並列して設けられた複数の搬送路を通して複数の記録媒体をそれぞれ搬送できる
複数の搬送手段と、
　前記複数の搬送路において前記各記録媒体の搬送方向と略交差する方向に画像記録がで
きるように構成された記録手段と、
　前記記録手段が前記複数の記録媒体に対してそれぞれ異なる で記録するよう
に制御する制御部と、を備えることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項３】
　互いに並列して設けられた複数の搬送路を通して複数の記録媒体をそれぞれ搬送できる
複数の搬送手段と、
　前記複数の搬送路において前記各記録媒体の搬送方向と略交差する方向に画像記録がで
きるように構成された記録手段と、 、
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前記複数の記録媒体の一方には写真画像を記録し、他方の記録媒体には前記写真画像に
関連する文字情報を記録する

主走査速度

を備え



　
。

【請求項４】
　第１の記録媒体を搬送する第１搬送路と、
　第２の記録媒体を搬送し、前記第１搬送路と並列して設けられた第２搬送路と、
　前記第１及び第２搬送路の記録媒体の搬送方向と略交差する方向であって、前記第１及
び第２搬送路にまたがって移動可能であり、前記第１及び第２の記録媒体に対して画像記
録を行なう記録手段と、
　前記第１の記録媒体に記録する写真画像の情報と前記第２の記録媒体に記録する前記写
真画像に関連する情報または前記写真画像の注文に関連する情報を記録するメモリと、
　前記メモリから読み出した前記第１及び第２の記録媒体に記録する情報に基いて前記記
録手段および前記第１及び第２搬送路を制御する制御部と、を備えることを特徴とするイ
ンクジェット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、インクを記録紙に向けて噴射するインクジェット記録方式の記録装置に関し、
特にレシート等を必要とする業務型のインクジェット記録装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、写真プリントサービスのためのミニラボ等では、写真プリントの注文毎に、そのレ
シートや返却用袋ヘの印刷は、画像プリント用装置とは別のプリンタを用いて印字し、そ
の後でプリントの完了した写真と照合するのが一般的であった。このため、照合ミス等で
プリント写真とレシートや返却用袋とが不一致になることがある。また、人手による照合
は煩雑であり、時間がかかってしまう。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上述のような写真プリントサービスのためのミニラボ等において写真画像プリ
ントとレシートや返却用袋等のプリントとを関連してプリントできるようにし、照合ミス
がなく照合の手間を省くことのできるインクジェット記録装置を提供することを目的とす
る。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明による第１のインクジェット記録装置は、互いに並
列して設けられた複数の搬送路を通し 数の記録媒体をそれぞれ搬送できる複数の搬送
手段と、前記複数の搬送路において前記各記録媒体の搬送方向と略交差する方向に画像記
録ができるように構成された記録手段と、を備え、

ことを特徴
とする。
【０００５】
　このインクジェット記録装置によれば、並列した複数の搬送路で複数の記録媒体を別々
に搬送でき、記録手段により複数の記録媒体に記録できるので、互いに関連する複数の画
像情報を記録手段で同期して各記録媒体に記録でき、各記録媒体の照合等の手間を省くこ
とができる ある記録媒体に写真画像をプリントし、同じ時間タイミングで別の記録媒体
にその写真画像情報に関連した文字情報をプリントすることが可能となる。このため、両
者の照合をその都度行わなくともよいので、照合ミスがなく照合の手間を省くことができ
る。また、複数の記録媒体に共通の記録手段で記録できるので、例えばレシートや包装袋
等のプリントのためのプリンタ等が不要となり装置全体の構成を小型化でき、また、装置
のコストダウンを達成できる。
【０００６】
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。



　 本発明による第２のインクジェット記録装置は、互いに並列して設けられた複数の搬
送路を通して複数の記録媒体をそれぞれ搬送できる複数の搬送手段と、前記複数の搬送路
において前記各記録媒体の搬送方向と略交差する方向に画像記録ができるように構成され
た記録手段と、前記記録手段が前記複数の記録媒体に対してそれぞれ異なる で
記録するように制御する制御部と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　 本発明による第３のインクジェット記録装置は、互いに並列して設けられた複数の搬
送路を通して複数の記録媒体をそれぞれ搬送できる複数の搬送手段と、前記複数の搬送路
において前記各記録媒体の搬送方向と略交差する方向に画像記録ができるように構成され
た記録手段と、

。
【０００８】
　 本発明による第４のインクジェット記録装置は、第１の記録媒体を搬送する第１搬送
路と、第２の記録媒体を搬送し、前記第１搬送路と並列して設けられた第２搬送路と、前
記第１及び第２搬送路の記録媒体の搬送方向と略交差する方向であって、前記第１及び第
２搬送路にまたがって移動可能であり、前記第１及び第２の記録媒体に対して画像記録を
行なう記録手段と、前記第１の記録媒体に記録する写真画像の情報と前記第２の記録媒体
に記録する前記写真画像に関連する情報または前記写真画像の注文に関連する情報を記録
するメモリと、前記メモリから読み出した前記第１及び第２の記録媒体に記録する情報に
基いて前記記録手段および前記第１及び第２搬送路を制御する制御部と、を備えることを
特徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による実施の形態について図面を用いて説明する。図１は本発明の実施の形
態によるインクジェット記録装置の要部の概略的構成を示す図であり、図２は図１のイン
クジェット記録装置の制御系を示すブロック図であり、図３は図１のインクジェット記録
装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【００１０】
図１、図２に示すように、インクジェット記録装置は、所定サイズにカットされた写真画
像用記録紙Ａ１～Ａ３が順々に通る第１の搬送路１１と、第１の搬送路１１で写真画像用
記録紙Ａ１～Ａ３を搬送方向Ｆに搬送する搬送ローラ対３，４をモータ（図示省略）で駆
動する画像記録紙搬送部２５（図２）と、ロール状に巻回されたロール体１０から引き出
されたレシート用記録紙Ｂが通る第２の搬送路１２と、第２の搬送路１２でレシート用記
録紙Ｂを搬送方向Ｆに搬送する搬送ローラ対５，６をモータ（図示省略）で駆動するレシ
ート紙搬送部２６（図２）と、各搬送路１１，１２で各記録紙に対しインクを噴射して記
録を行うことのできるインクヘッド１と、インクヘッド１をガイドレール２でガイドしな
がら搬送方向Ｆに略直交する方向Ｈ（記録紙の幅方向）にモータ（図示省略）等により移
動させるインクヘッド移動部２４（図２）と、を備える。
【００１１】
図１のように、第１の搬送路１１と第２の搬送路１２とはほぼ平行に配置されており、各
搬送路１１，１２において各記録紙が同一の搬送方向Ｆに搬送される。また、インクヘッ
ド１は、ＹＭＣＫ４色のインクをそれぞれ噴射する多数のノズルを並べたシリアルヘッド
であり、記録紙への記録時には図１の記録紙の幅方向Ｈ（主走査方向）に移動しながらイ
ンクを記録紙に噴射し、また、別の記録紙に記録するときには第１の搬送路１１から第２
の搬送路１２へまたその逆方向へと移動するようになっている。
【００１２】
インクヘッド１のノズルは、電圧の印加でせん断変形するピエゾ素子から構成され、それ
ぞれ入力された駆動信号の電圧レベルに応じてせん断変形をしてインクを噴射することに
より記録媒体に画像の書き込みを行うようになっている。なお、インク噴射のノズルの構
成は、ピエゾ素子（圧電素子）によるせん断変形方式以外であってもよく、高電圧方式や
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を備え、前記複数の記録媒体の一方には写真画像を記録し、他方の記録媒
体には前記写真画像の記録注文に関連する文字情報を記録することを特徴とする

　



気泡破裂方式等の公知の方式から任意に選択できる。また、インクヘッドは、画像記録時
に主走査方向に移動しないラインヘッドから構成してもよく、この場合、ラインヘッドは
、搬送方向Ｆに直交するように配置され、第１の搬送路１１と第２の搬送路１２との間を
移動可能に構成できる。
【００１３】
また、写真画像用記録紙Ａ１～Ａ３は、その画像記録面にラテックス粒子等からなる熱溶
融性樹脂層が形成されており、インクヘッド１から噴射するインクとして顔料インクを用
いるとともに、図１の搬送方向Ｆの下流側に配置される定着部（図示省略）において加熱
及び加圧することにより光沢性のあるカラー画像を形成できる。また、顔料インクを用い
るので、記録後の記録媒体において光や酸素による退色がなく長期の画像保存性を実現で
きる。また、レシート用記録紙Ｂは、プリント写真注文に関連する文字情報（注文者、請
求金額、日付、プリント枚数等）をプリントするだけでよいので、一般紙であってよい。
また、レシート用記録紙Ｂに変えて、例えば、写真返却用袋（ＤＰ袋）やＤＰ袋添付用シ
ールシートなどであってもよい。
【００１４】
また、図２に示すように、図１のインクジェット記録装置は、装置全体の制御のための制
御部２０と、外部から受信しまたは入力した例えばプリント注文の写真画像情報について
の画像データ信号及びそのプリント注文に関連する文字情報の信号を保存するハードディ
スク装置等のメモリ２１と、ユーザが種々の制御情報を入力可能になっているオペレーシ
ョンパネル２２と、画像メモリ１１からの画像データ信号または文字情報信号に基づいて
インクヘッド１からインクをそれぞれ噴射させるようにインクヘッド１を駆動する駆動信
号を生成するヘッド駆動回路２３と、を備える。
【００１５】
図２の制御部２０は、インクヘッド移動部２４を制御し、インクヘッド１の方向Ｈへの各
移動を制御するとともに、画像記録紙搬送部２５及びレシート紙搬送部２６を制御し、各
搬送ローラ３～６による各記録紙の搬送を制御し、インクヘッド１による１ライン分の書
込終了に同期して記録紙を搬送方向Ｆに搬送し副走査するようになっている。
【００１６】
次に、図１，図２のインクジェット記録装置の動作について図３を参照して説明する。ま
ず、インクジェット記録装置が電子カメラ等の写真画像情報をプリント注文の写真画像情
報として受信しまたは入力し、更にそのプリント注文に関連するレシート情報を受信しま
たは入力し、写真画像情報及びレシート情報を関連づけてメモリ２１に記憶する（Ｓ０１
）。次に、この写真画像情報を読み出して、図１のように第１の搬送路１１で記録紙Ａ２
に対しインクヘッド１からインクを噴射し画像記録を行い、写真画像を記録紙にプリント
する（Ｓ０２）。
【００１７】
次に、写真画像情報を全てプリントしたか否かを判断し（Ｓ０３）、プリント終了まで複
数の写真画像を順々にプリントし、写真画像のプリント終了後、インクヘッド１を第２の
搬送路１２側に移動させてから（Ｓ０４）、ステップＳ０２でプリントした写真情報に関
連するレシート情報をメモリ２１から読み出して文字情報であるレシート情報を記録紙Ｂ
にプリントする（Ｓ０５）。そして、次のプリント注文に関する情報がメモリ２１に記憶
されていれば（Ｓ０６）、ステップＳ０２に戻り、インクヘッド１を第１の搬送路１１側
に戻し、次のプリントを行う。
【００１８】
以上のようにして、プリント注文の写真画像のプリント終了後に、続けてそのプリント注
文に関連するレシート情報をプリントし、互いに同期して記録できるので、ミニラボ等に
おいてその都度プリントした写真とレシートとを照合する必要はなく、照合ミスがなく照
合の手間を省くことができ、省力化に寄与できる。また、写真用の記録紙とレシート用の
記録紙とに共通のインクヘッドで記録できるので、従来のように別途プリンタを用意しレ
シートや包装袋等にプリントする必要がないので、装置全体の構成を小型化でき、また、
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装置のコストダウンを達成できる。
【００１９】
また、一般的にミニラボ等の業務用途では１注文につき複数枚の写真プリントがなされる
ことが通常であるから、写真返却用袋（ＤＰ袋）やＤＰ袋添付用シールシートにプリント
する場合には、１注文につき１枚を用意すればよい。従って、レシート情報のプリントに
はステップＳ０２～Ｓ０５のように複数毎の写真プリントの終了後に行うようにしてよく
、また写真プリントの開始前に行うようにしてもよい。
【００２０】
さらに、本発明の構成によれば、写真画像情報の記録とレシート等の記録を並行して実施
可能であるので、たとえば１注文の最後の写真画像のプリントと並行してレシート等の関
連文字情報を記録する、または１注文の最初の写真画像のプリントと並行してレシート等
の関連文字情報を記録することもでき、１注文あたりの記録時間の効率化を実現すること
が可能である。
【００２１】
なお、インクヘッドは写真画像情報のみを記録している動作状態（Ｓ０２）では、第１の
搬送路１１の幅もしくは第１の搬送路１１で搬送されるシート紙の幅に相当する位置まで
の往復走査を実施すればよく、同様にレシートや写真返却用袋（ＤＰ袋）、ＤＰ袋添付用
シールシート等のみを記録している動作ステップ（Ｓ０５）では、第２の搬送路１２の幅
もしくは第２の搬送路１２で搬送される用紙の幅に相当する位置までの往復走査を実施す
ればよい。同時に並行して記録される場合には、第１の搬送路１１と第２の搬送路１２に
渡って往復走査が実施される。
【００２２】
また、第２の搬送路１２におけるレシート用記録紙Ｂにおける記録解像度は、写真画像よ
りも粗くてよいので、搬送方向Ｆへの搬送速度を速くしてよく、また、インクヘッド１の
主走査方向の移動速度を速くしてもよく、レシート情報のプリントを高速化できる。
【００２３】
以上のように本発明を実施の形態により説明したが、本発明はこれらに限定されるもので
はなく、本発明の技術的思想の範囲内で各種の変形が可能である。例えば、記録媒体の搬
送路は３以上に設けてもよいことは勿論である。また、図１では、第１の搬送路と第２の
搬送路とに渡るインクヘッドの走査記録による態様を示したが、インクヘッドをラインへ
ッドから構成する場合には、ラインヘッドを第１の搬送路と第２の搬送路とに渡るように
配置する構成でもよいことは勿論である。
【００２４】
【発明の効果】
本発明のインクジェット記録装置によれば、互いに関連する複数の画像情報を記録手段で
同期して各記録媒体に記録でき、各記録媒体の照合等の手間を省くことができる。例えば
、写真プリントサービスのためのミニラボ等において写真画像プリントとレシートや返却
用袋等のプリントとを関連させ同期してプリントでき、照合ミスがなく照合の手間を省く
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態によるインクジェット記録装置の要部の概略的構成を示す図である
。
【図２】図１のインクジェット記録装置の制御系を示すブロック図である。
【図３】図１のインクジェット記録装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
１　　　　　　　インクヘッド
３～６　　　　　搬送ローラ対
１１　　　　　　第１の搬送路
１２　　　　　　第２の搬送路
２４　　　　　　インクヘッド移動部
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２５　　　　　　画像記録紙搬送部
２６　　　　　　レシート紙搬送部
Ａ１～Ａ３　　　写真画像用記録紙
Ｂ　　　　　　　レシート用記録紙
Ｆ　　　　　　　記録媒体の搬送方向
Ｈ　　　　　　　搬送方向Ｈと直交する方向

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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